
船舶売買取引の実務

一橋パー トナーズ法律事務所

瀬野 克久 著



2 Dehvery時 に お け る 本 船 の 状 態

(NIPPONSALE 19991こ おける規定 )

【ⅢA-2-(1)】

(1)NIPPONSALE 1999 Part II第 5条 (DeLvery Condiion)の 規定

NIPPONSALE 1999に おいて、Dehvery時に本船が どのような状態で

なければならないかについて、以下のように規定している。売買に適

用される法律の規定は任意規定→が多いが、NIPPONSALE 1999の 諸条

項は任意規定に優先して適用されることになる。しかしながら、法律

の規定が強行規定の場合 (あ るいは法律において当事者の合意により

法律の規定の適用を排除できない旨明記されている場合)は その限り

ではない。

5  DELIVERY CONDITION

(a)The Sellers shall deliver the Vessel to the Buyers h

substantially he same cond■ ion tt when the Vessd was

inspected by ule Buyers at the piace stated in Box 9,曇

wear and tear excepted, but flee frOm outstanding

dass alad wih all her dass,nれ on』 alad hternaion】

tradhg ceriicates clem and v』 id at he time oF dd持 ery

(b) Upon the Vessel being delivered to and accepted by the

Buyers in taccordance、 7ith dais Agreement the Sellers sllall

have no hability whatsoever for any fault or deactency わ

their descriptlon ofthe Vessel or for any defectt in the Vessel

regardless of、 7hether such defect～vas apparent or latent at

the time of dehvery

Selerの 義務れ帥白引渡養務 Chaoter 3A

日本語訳7

眩  テ/渡ιの1夫態

,ブ 売主ば、透庁の損耗を除き、為 肋 瑚滅詔身の場所だお tI

て買主′ξまる険査 を〕 ナたけと実質上高様 な状態 で、本船

をR~t′こテ/彦売 ただι、デ/渡ω 庁 7_‐ 、未処どの指定事

夏疫鍵 蒻 ∽ 船級 を要歩う海難病疹″淮 い状態で、Z疾事

夏″透 〈有効汐始級三騰 、邑内及び目礫航彿
‐
必軍なすべ

ての簿 ととむだテル憲売

わブ 本契約だだって本船″▼/渡され、F~‐ l― まって抒宏された

凌朕、元三ぼ本朔防 表示だ声するいか /A・ 蕃彦類の欠陥若 と

(朕誤謬′こついても、″ゝつ本船の現】犬だ声するレワ考 る暖

顔夕こつ,】 ても少 ″ゞる現症力ゞテ1渡時′ξ顕在 するとなとを肩

わつ 、一夕の茸めを々力かレち」

NIPPONSALE 1999に おいて、Delivery時の本船の状態について概ね

次の基準が要求されている。下記基準を充たさない場合には、原則と

して、Buyerは 船1自の引取 りを拒否できるものと考えられる。詳率巴は、

本Chapter第 5項の記載を参照下さい。

【ⅢA-2-(1)― (a)I

(a)Buyerに よる校査を受けた時と実質上同様な状態 (通常の損耗を

除く)であること(F/7骸瘍諺″物
==ヴ

///4フ″♂ょo‐こ沈P//変 ″力θ″″タ

〆essc■疹

"¢
σ謬 ″疹 B崎研修 蕨 ク肪鬱Stted″ぢグワカ テ

″玄″″ク″″″兜 ψ形の i

Selerと しては「検査Jを した後は、概ねその状態でBuyerに

引き渡さなければならないため、「検査」時の対象船舶の状態

とDel"ery時の船舶の状態の相違が重要となる。この「相違J

についての立証責任を負っているのはBuyerで あり、往々に

して立証には困難を伴う(検査時の状態と違う場合は、Buyer

7 NIPPONSALE船 舶売買契約書式改完趣旨音10買 より引用
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6 任意規定とは、当事者が、法律の規定の内容が適用されない旨 あるいは、法律の規定と異な

る合意をした場合、その法律の適用力W:除 され 当事者の合意が優先される規売をいう。



が立証責任を負う旨の特約をおくことが望ましい)。

なお、後 述 の 機 船 R船 舶 売 買 契 約 紛 議 仲 裁 判 断

(TOMAC 2001015)に おいては、本船の2香船崎タンクトッ

プに、2001年 7月 2日 袖ケ浦港における事前調査時に存在す

るはずがなかったか或いは存在しなかった欠陥がDeLvery

時には存在したと認められるとして、第5条 (Buyerに よる

検査を受けた時と実質上同様な状態であること)違反を理

由としてSellerの 義務違反を認めた。同仲裁事例はBuyer

にとり立証活動の参考になる。

【ⅢA-2-(1)― (b)】

“

)勧告事項及び現在の船級を損なう海難損傷がない状態であること

つ つノ巧名少″ ο″た疹 ι妨 レ タ′カク多″ワ♭′″∫α″ど と彩グタ″多を部タダα独呼

壕 C'管
"″

多γCS9雛tεをαss,I及び

a 勧告事項(recOmmendation)と は、「船級彦会の検査員″沐 ″

の″な、機関、彦承汚鴻防止設備、カーーVギ /、 冷療7癒、そ

効 %′有於 ιた結果、発見 された安参の
「 疹翠廟万ノと

'修

豊

期限」を憶完 ιた事項 をいうっ船級維持証書、狡査フを言、校

査現況通知書少〕 f滉記 されてレaお 」
Bと される。

b  「″ ¢ノ免″″ οノか″″♂タタτ c々っ盟〃之″彦該″9‐s ttd´ιz弊
フ物″解 貌 C岳電 影

'73Seそ

tεttssVこ つレ】てば、多 彩 改定の

漆だ、こ/・ばヨ類上の レクセ考ι、学該船舶″▼1渡特だ珍翠

酵′茅 疹″透 い状態であるとい夕ことまでば意味ιないとい

う理由て ο″ts崩
'電

″
を万入した経締力あ る。少お、実務で

17yり〃recoγdセスれるJ(NXPPONSALE船舶売買契約書式改

定趣旨書11頁、下線筆者註)と される。当該改訂趣旨書の記載

が一般に受け入れられている場合、Buyerと しては、船級維持

証書、検査報告書において勧告事項(recommendれ on)が記載

されていない場合には、「船級維持証書、検査報告書において

8 吉丸 船1自売買契約書解説1“頁
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勧告事項 (recOmmendadon)と して記載 されていないが、

Dehvery時には本船に勧告事項(recommendation)と すべき瑕

疵が存在する、したがって当該要件を満足 しない」という主

張は困難なものとなる。

「fI・ ee frOm outstalading recommendationsJに 関し、

「まヂ纏 ο塑姥 蒻勿P//鮨完妻勇 ば、つ_4の 変―角 _‐分類 さ

れ る。

0 最新の検査報を言の指定事項補旬勒藉万 ととて記敦

されている事項

② 現在、指定事項の状態 r_‐ あ霧 笏錫 ミ読凰の検査で

は諷選 r_ぞ れ″ つ た自所(その慶の廃蝕 /r・ とつたπ、

議Eの検査での月落ととなとッ

0 屈ど〈指定事項とみ汐される頂傷働 ミ船級の検査員

だまク密肪をl‐灘題 /A‐ いと判断され、黙認されている

廟乃%膝勿ι荻のゆるやか少へこみなとッ

0 亀定事項の状態7_蒻 ちと″〃される″ヽ 所定の検査、

テス トをえ滋ιなフアれイゴ判断できかt・ 箇蒻杉幻宴や/
ンカーテェンのま飛、 ノヽ ノテカノギーのカ テス ト、万

役装置の荷重 テス トなつ

このう災産 釣ワ蕨 C誤解能箆 少い。0む所有権″弓移

身する方買で77ir修繕ばク と́gゎれる。0ぼF夕だ′ナでだ

者た享質と滉わつけ′ξていι、え約言7_‐校督やテストの条

_‐f″少い…とすれ.ミ比萩鶴場 の余遊な少/rいJと され

る
9。

【ⅢA-2-(1)― (C)】

(C)Delive守時点において留保事項がなく(clem)有効な船級証書、国

内及び国際航行に必要なその他のすべての証書類を有すること

(ク′′施9″σttsi歴茂♭″″/z〃″ι″形γttα,♭〃z/″象″夕を ,¢頼 CαttSぢルク

″〃ノ,滅 彦形♂//2夕 珍F彦″夕″物も

9 吉九 tat舶売買契約書解説153貢 ないし154頁
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Cttss cerincate(船 級証書)と は、船級協会による定期検査に合格

した船舶に対 し、船級協会から発行される船級証書をいい、次の

文言が日本海事協会の書式である。

CERTIFICATE OF CLASSIFICATION

冗9ク

『
だ 拓0&盟 ア〃 y2ク ダ ヵ多″ 励 /s力わ 協 υtt b99‐

S修約りぞど力 /力琢ワ 励″″ ″ /●/″″ノラ″″″″ 疹 ′″σO妙 ″″

″ //7///7れ ,,9妙 争だ″み 物が R響 た力 ′ιs,力分 ι夕″〃2sS橡鬱ど´εを公s

謝 d?盟姥々ど励 力珍夕3魅s確盛ιο〃物 〆多/″′///蒻♂防免σcγttc″歳0盈9E

勧 酎独 σあ たδ蒻 物ゲル7ワ

rtts 3っ/と授cαセオク″夕″
"″

//●/s%"つCぢ″fつ″彦″29どσO婢″″じσ

″′
"蒻

♂もリク♂ク争ノЭッル,″〃″彩 ♭〃∫

日本海事協会の登録規則241(船級証書及び仮船級証書)は 、次

のとおり規定する。

′ 本会は、ノ′ノ′f女 クた段登録原簿 r_‐登録 された踏競だオ して

船級″ヨイ荻武ワを秀πする。少お、本会ば、船級登録のため

の倹査πア凌検査員から現】大良ガの部孵 誇 /D/_・船競 r7‐舟 ι

て船級証言力ゞ発πされるユでの河、仮船級″期 を秀

πする。

ノ 本壽 /J、 肱′多互だまク定鶏検査 を舞け、これた合格 ι/_‐″

胸 ξオ とて、船級証書を発行 する。

′ 潜級の登録を身′テたた″″ミ九 7′ξだめる船級維持検査の

う努 豹 鰹 支 康申間検査 を身けこれ膨 錫 宅 たとき7r、 そ

の旨翔占級証書だ裏書きナち。

Class mttntenance certincate(船 級維持証明書)と は、船舶につい

て船級登録が維持されている期間等に関し、船級協会により発行

される船級維持証明書をいい、次の文言が日本海事協会の書式で

ある。

CLASSい置AINTENANCE CERTIFICATE

らη♂フ♂アθ3ER免張F′
´
駒,iク″力珍♂隊 A丁とん♂た,を3拗 ザtttc3とαss

∫あ靱 ?櫂 Cつな カ ルど F/7励♂D夕 7/1`盈 αdつ ヵ 形 /筋ι″ クノ 々 更 ″歩r//

"防
寛え 方 ノ修 /●/ク諺″″ノリ 3をassグ 形♂

"ク
″ 諺″ ″テ″

″夕,す疹夕とz″多″r修″紹rルな

′4'こ
'・

MNS'

オ歿版‐ねt‐9d″腸 ο″′ュ協ts廟ぬ電 ″ %舞da航♭Z

日本海事協会の登録規則26(船級維持証明書等)は 、次のとお り

規定する。

′ 本会は、難競の所有者又 |ま所有者の風意 を繹ん 勲勁 ι、″

必貌 _‐ まク学該船舶だつ t/・ て財親登録″淮 をされている覇闘

争だアる船級維持証明書 を発績 ナる。

ノ 本会艦、踏願の所有者天
'ま

所有者の風意 を存たを勝 妃 、市

込翔 こまク営該船舶′fついて始級登録戸摩 l_‐登録 された妻項

′ご療ち証明書 霧 πナち。

【ШA-2-(1)―(d鴻

値)免責特約―lfIPPONSALE 1999第 5条 (b)の解釈

売買対象船舶をMOAの 規定に基づきBuyerが引き取った場合、

Selerは 船舶の瑕疵 (defect)に ついて当該瑕疵が明白なものであ

ろうがlatentで あろうが責任を負わない旨規定する。法令の定め

る担保責任と異なる担保責任を定める特約は原則として有効であ

えば、船舶の検査等)の 条項を充足 している限り、Buyerは Sdttr

に対して瑕疵担保責任を追求することができず、Sellerは 不測の

請求を受ける可能性が少なくなる。但し、その場合にも、Seller

123と22



が故意に瑕疵を隠していたという事実ラ

い(民法572条 )。

上述の趣旨書においては、その改定の経緯について レ編書式―章

者註ノ第θ染堵 跨滅 テ骸 菱ぼ―クル 磁 だついて売三を力賃す

るの海 砂 ιて、冒本法″鯵 辺法となつたケ今だ瑕症担疾貢をと

の戸夕″う胃だ と/rる Jた め改定することとしたとし、また、

NIPPONSALE 1999第 5条の趣旨につき、「IB書式の鰺 17r、 議数が

危険負だの諷題 で、凌麦ん三啜疵担夕専 レ カ責規定となっておク、

一責してレ】なかつたため、今風の家定で朕、暇疵担角 語 咳 う1危

責規定を本5条だおき、フ待iま危険負だと議友毛 の移転だついての

規定とと/_・」とする。さらに、「
「

本船の瑕症力'発見てきるか否力ヽ

′ξ″排 わろガ という意味で 孫 cοj2γ益乾
″
を使用すち葉 むあつ

た″ミ 杉″物 〆とそれ l_‐対応する″ `滋彪Z歩セ

"7い

た」とされて

い る こ と等 か らす る と、当該 趣 旨書 の意 図 と して は、

NIPPONSALE 1999第 5条伸)の 文言は、「瑕庇担保責任の免責規

定」を意味するものとして規定されたものであることがうかがえ

る。

一方で、NIPPONSALE 1999第 5条 (blの文言は、「瑕疵担保責任の

免責規定」ではなく、単に「DeLvery後 は危険負担がBuyerに 移転

する」ことを意味するとBuyerか ら主張される可能性 もある・ た

め、Sellerと しては留意が必要である。

契約文言としては記載されていなくても、船舶の状態について、

S』es of Goods Actの 規定する「satisfactory quaity(sЛ es Of

Goods Act 1412))Jあ るいは「itness for purpose(Sales of Goods

Act14(2B)(a》 Jの規定が適用(imply)さ れ、これに違反するよう

な場合には、船舶の状態について別途SeⅡerが責任を負い、

NIPPONSALE 1999第 5条(Dの 文言によリー般法の適用が排除さ

Ю
藪綽 頼縄鹸郎郡
た。

■ Goldre五他 ShO Sale and Purchase 202頁 参照
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れるものではないと解釈する可能性も否定できないワ
。

特に上述の趣旨書の記載を前提とすると、上記「瑕庇担保責任の

免責規定」ではなく、単に「Dellvery後は危険魚担がBurrに 移転

する」の主張は検討 考慮する必要はないことになる。しかしな

がら、日本法においても、海外のBuyerか ら、合意の上、明確に除

外 していない限り「NIPPONSALE 1999第 5条 (b)の 文言では制定

法の適用除外の合意としては不十分であるJ旨の主張がなされる

ことにも一応の留意が必要である。このため、慎重に考えると、

海外のBuyerと MOAを締結する場合には、「完全合意Jの規定を

置くことも検討すべきである。

(2)仲 裁判断例について

〔肛A-2-(2)― (1)】

NIPPONSALE 1993第 5条の解釈に関する仲裁判断例として機船R船舶

売買契約紛議仲裁判断(TOMAC 200Ю 15)おがある。

売買対象船舶について2001年 6月 24日 から28日 迄中間検査が実施され、

中間検査後の2001年 7月 2日 に袖ヶ浦港においてBuyerは 本船の事前検

査と船級記録の検査を行った。その後、2001年 9月 4日 Sellerと Buyer

と の 間 に お い て Memorandum of Agreementが 締 結 さ れ た。

Memorandum of Agreement第 5条、第9条によりそれぞれ次のとお り

合意されていた。

2001年 10月 15日 、不具合による値引交渉、残油代を含む売買残代金の

精算を行つた上で、本船の引渡 しを受けた後、Buyerが Sellerに対して、

本船の燃料油が廃油であったこと、タンクトップに海損があつたこと

などを指摘 し、Sdlerが こ社らの事実を隠して売却 したとして損害賠

償を求めた。

Goldreintt Ship Sae and Purchase 202頁 参照

日本海事仲裁半」断全集第6巻 87頁ないし108頁
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テ つ夕″″ク 3つ琥 ι″ク〃

ω 男修レノタ惨なsttιι滋力rJF/″ 蒻夕B″ノ9奈♭多♂/csseiθO婢力彪多分

な″たじ胞 オケ形♂″″♂ゲρ勿夕あリク♭〃′s″bs協¢滋とう ″ ″♂j勿レ″

蕨 ″″ 分 ″え?″ ι力を鹿ssct勿奮

'轡
ゼε彪ど♭″ルタBり2γs彦

♭珍″多歳 9″じ盟
'9,セ

d方″カル DγC韓力Zッι″タクセ́ /磁ι ttαγ

嘘 ψ彪ど,蕩力斃巧勇蒻 滋 //77//OZな形ν〃夕を ″′の″″躊dttt♭〃∫

笏ゲグ
'彪

糎S″ ″ 宅杉 疹″″ j紗

'そ
勁 グ ″ レノタ修た房

″陵寮彩傷%箸蒻努蒻舒彬ワ燿賜々修″ν″ν7修″σ猛

″σれ蕨 滋 ″ 」擁te競 ◇盟 ル ″ を
'θ
拶 じα熔 ラ協蒻角

"ワ
駒ヮカプ

盗 //7/zη 彦 ″″″〃ι珍なク修ノタ2珍7

フZZ9似 刀 D4/2'RXSK

男修 鹿sscを″ぢぢ之♂フσっどたtttgケっなっ態 管 ″ ゑ7S彦″″ 彦 励♂ど形ツタ惨な
′

方s乃″″ 夕穆 ″骸 ″寛EIJ/7フ オ〃タノ勿夕〃″″ 力珍″β袈 得 勿豚 珍″ /形♂

厩蒻勿 珍F″″ ′CSsct″ αccθだαttc9″げど力 ///な И解 ♂笏ι″チ♭珍♂

Scどを9奈 鍼 を 形 多ι ″ ″ν″棲功///17ノ つ′ 響

'岱

S"″ ノウ″ケ ″

妙 力″留 珍F″η ぬ じわ Й励

仲裁判断は「売三″次 腋を摩ιた事実ぼ少レワミ燃料泌ぼテ/渡ι庁だ

房肪と歩つていたこと、またタンクトンフレ▼/彦 ι貯′f事訪楚 時と

屈―の状態だかかつたことを認め、売主l彩警霧 隣責を″湯 ととしたo

ιかと貫主′ξば、テ/渡ι庁だ本船の十分汐校査をなつた遁失ん %た
め辺女穏殺 F_‐ よク安ξの一訂を減額 しゝた。詳細は次のとおりである。

① 燃料油について、「本契約第際 ば、本船及びそのすべての営属晶

ば、豹 膨 貫主だテ/凌され蕃までは、売主のん質と費用のもとだ

お″ 、本契約 だπつて本船″冴 たされた凌は、方
=ぼ

レ】か /A・ る

種類の唐在瑕疵又はヽ疋 だオ してもその賃を資力 /■汐 旨

"定
す

ぢ。真ル鬱 雰ゞ彦であることを発見 ιたのぼ本膠テ/渡後であぢか

ら、狡事立スは、デ.渡蕊命 伴 ″ ド泌汐′ごよつて鍾 彦″ゞア滋と

少っ/_‐ ことをデ/渡時だカ ク客なかつたとすん賦 摩な現たとして

本文盈霧 条によク貢をを々 わ/2・ いという
=張

″ゞできるか b知/L

Seleの義翻 舶引渡義務 Chapter BA

″ ク義務朕、燃井彦″√ 常汐性状を有することを当然の議提 とι

ている■ 安 られ、始舶売買契約の本船テ,渡時 r7プ々の成分分万

を行う慣行が歩いことを考慮す/1は 暇症担疾貢窪r/声するえ葺

緒 床ナち本突約 第θ条を適用すそこと77_・ヌ学とは思われ狡ゥィ

申′ス成、す/渡直後だ熔μ彦が寵ヤ自であることを発見 と、どち′f

サーベイヤーを子Zと、/P介ノ【である″戎手続力t4をのつをゼ ど

0第緒 〈狡申レスだその事実を通知 ιてt/・ るので、狡,レス Fご

オ ιこれたまって″立 /t力萌 った要ξのを貸を請求 ナちこと″で

きると考えられる」と判断された。

上記のとおり、燃料油の状況について、瑕庇に関する免責規定で

ある第9条の適用が否定され、第10条 に基づくBuyerの残存燃料油

買取 り義務の趣旨からBuyerが被った損害についてSellerに 請求

できると判断したものである。

燃料油清浄機について、「然を力清浄稜′こついて朕上x/‐のだテ/き

交渉の一環としてその現状 を認識 と、その上で本踏のデ/渡ιを葺

けたと7めるのみ`妥堂である。本契約第θ条ぼ本契約だπって本

膠″▼/産詢ク著 ば、え主μ 】かなる種類の潜在瑕疵又朕 ミヽ だ

/rい。 ι″` ι浄″ゞ ら、

②
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ご表づ で

人の音理下で黙料油清浄隣の故峰″i発見 されたとしても荻範 玖

だ鶏 貸を語求 することはでき少いJと 判断した。

「本廃ν琴た蔭タンクトップ′f、 現″ 牢/島,こ独ケ病港だおける

享前調査時だ存在するぼヂ″透 ″・つ/_‐方ゝ或いぼ存在 ιなかつた久

賂″▼/渡時′ご7/1存在 ι/_‐ と7め られ鰐。まって、議述 ιたとおク、

狡申レス F_η本契約第5条違反″ゞあ ク、これだすつて

'力
∪ ゞ

狡った安ξを藩資すべき妄彦″瘍 ると″められる。」

上 記 の とお り、本 4・・
N2香 船崎 タ ンク トップにつ いて は、

「substalatally in the same conditiOn as when the Vesset wa6

inspected by the Buyers at the place menioned in dae preambleJ

を充足しないと判断された。なお、Selerは 、契約の条件として

「タンクトップの本修理Iま2002年 5月 の定期検査の際にBuyerの 費

用で行われる」と合意されていたと主張したが、「仮にそのように

127

①



合意されていたとしても、Senerが 本契約第5条所定の義務 (事前

検査の時と大略同一の状態で引渡す義務)を 免除されたものと解

することはできない」と判断された。

その上で、同仲裁判断においては「申立人の本船引渡時の検査不

十分による過失に基 く過失相殺」を認めて、賠償額を50%減額す

るとされてお り、Buyerと してはたとえ検査が困難な状態だつた

としても(本件においてDeLvery時 、タンクトップは貨物の屑や

清掃のため使用されていた水が滞留 していて検証困難であつたこ

とが認定されている)、 実務上、Dehvery時 に十分検査をすること

が肝要となる。

【ⅢA-2-(2)―(2】

引き渡すべき船舶の状況について争われた事実における仲裁判断例と

して機船エレナ号船舶売買契約紛議仲裁判断Hがある。

1994年 10月 18日 Sellerと Buyerと の間においてMemorandum of

Agreementが 締結 され、同年 12月 5日 に台湾高雄において船舶の

Dettveryが実施された。1994年 4月 20日 の定期検査においては、勧告

事項の指摘はなく船級証書が発行されている。Buyerに よる検船は

1994年 8月 に行われたがBuyerか ら特に指摘はなかつた。Delive可 前

の1994年 ■月下旬にBuyerは Selerに本船に欠陥があることを指摘し、

これによつて生ずる損害賠償請求権を留保する旨の通知を発した上で

Delveryを 受けた。船舶のDeliveげ後行われたNK検査において、本船

の船級の保持に影響を与える欠陥が指摘された。同欠陥は、3、 4香ハッ

チカバーの水密性欠如、全船倉のビルジ サクシヨンの故障、オイル

フィルタリング設備のビルジ アラームの故障等であつた。

① 3、 4番ハッチカバーの水密性欠如について 外観校査報告書から

ラバーパツキングは消耗品であるため近い将来取 り替える必要が

あることをBuyerは検船時に知っており、前回の定期検査におい

てcle細 で合格 し、検査証書はDellvery時 に有効であつたため、in

14 日本海事仲裁判断全集第5巻
"1頁

ないし彦1頁
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substantially the sarne coIIdition ぉ when tte Vessel w鍋

inspected by the Buyersは 前足 しており、3、 4番ハッチカバーの

水密性欠如についてSellerは 責任を魚うべ き理由は見当たらな

い、とされた。

② 全船倉のビルジ サクションの故障については、積荷かすがパイ

プに詰まったに過ぎず、「ハル、マシンの瑕庇ではないので、一概

に船主責任に帰することはできないがJ、 「定期傭船契約上は傭船

者が、返船前に積荷の性質上詰まったパイプを清掃するのが普通J

であるところ、隊 作ではその清漏がなわれていなかつたこと″ゞ

原因p%pと gわれ好ので、売三たち狡申サ人ぼ、申立 /tの指携

r_ま ってそのことを知ったならは 自分で誠べ、支障力湯 舟命青

漏すべ
.・ であったと思われる。 した″ゞつて、それを意 ク、本船の

テ/たを力πιた狡″′スの行拷ぼ逆クとぼ認め孝い。」と判断し

た。

当該判断が契約のどの条項に関する解釈を通じてなされたのか仲

裁判断理由からは判然としないが、民法572条の「担保の責任を集

わない旨の特約をしたときであっても、知 りながら告げなかつた

事実 (中 略)については、その責任を免れることができない」との

規定について、「学事者胃の特約だまって信義 r_‐反するア元をを4~

学をすること朕詐 されねことであるから、/η4/め″渓 法 むまた

だ鶏勃_反するとみられるこつの場合′fおいてこのを乃の効力を

否認することとしたのであるJるという趣旨が本件にも妥当し得

ることからも、結論としては支持されるものであると思われる。

③ オイルフイルタリング設備のビルジ アラームの故障について

隊歩明媚 だ朕″レス側からオイル をノレ ーターの故障 l_‐ つい

て指摘泌 ″ 串3δ号詞 、電気系力なの申″である′リワメイン フ

ンかワールの新春えを本歴のテ/渡直凌だπつてレち こと″ 柔ヱ9
号謁 だついて、狡事立人からF/渡時′ξDク ノ /ラ ースカミ正常で

あっ/_・ ことの反証お汁分宥られをかつたので、柔務生狡″サ火ぼ

その修理費を資だとなけ/効嫁 らな|・ ものと判断するJと された。

15 注釈民法α4414頁



当該判断についても、契約のどの条項に関する解釈であるか必ず

しも明らかではないが、仮に「Delvery時 において「free from

outstanding recommendations」 の「物理的状態Jではなかったと

いう判断がなされたものJであるとすれば、実務的には賛同しか

ねるが、前述②記載の通り、民法572条の趣旨と同様、信義則違反

の特約の効力を否認するという判断であるならば、結論としては

支持されるものであると思われる。

なお、申立人が援用する汽船住吉九売買契約紛議仲裁事件において使

用された契約書は、「本船デ/rtrι の浴、元三は、本船力ゞ完全か堪航育とカ

をπ汗することを′調 すると規定し、申立人が援用するThe“ Niobe"

事件において使用された「S足捗 朕  ヽ'能 激 γS S花柱

控οめ ″ 夕 9雄 δttCσ力 寛 Sっcよっり り
′ 疹η 班 就 乾 熔 Cθttιを ″ 溌 ¢な′

た″ο″力″ ク々 D″ 形励 %ヮ 勿珍′r//"夕0″Zι9ε」″

"″

z//勿修疹″ン グ

励♂Dessd`o魅s″ カ ル″ ″″οフ″♭〃げご/ゼCο躍″夕〃彦該″″ 杉″勿τ ″

修″εねssセ規定 ι、いヂれの事作 むそれ ら明示 の規定 をめ ぐお争いで

あって、本契約罰 ごぼそのような堪航能力ど探夢彦また1よ船級彦会へ

の通畑義務t嘲する規定はないので、これらの仲裁判断や判決!よ本作

η″l_‐杉響を疲がすむのではなレ可 とされた。

機船エレナ号船舶売買契約紛議仲裁判断(1998年 6月 29日 )おにおいて仲

裁判断中で、「プロハー‐ルだπろヴマーク″1/」 されデ′ご署名さ/Bて い

る震ク、買主たちれ 以 ぼ本船′ξ胃する講求をπうことはでき汐い。

ただと、柔務上は、テ/渡直後の遅航′こ差障るようん解紗瘍れば 事

16 日本海事仲裁判断全集第5巻221頁以下に掲載されており、その事案の概要は次のとおりである。

Del'eO前の直近の定検報告書にClass Recommendatお nが付されておらず、その後Denveryま

で海難損傷のない船舶について、Buyerが Delivery前 に当該taN納 の欠陥を指摘 し、これによる

損害賠償請求権を留保する旨の通知をSenerに した。その上で、引取義務の右無については争

わずにBuyerが何らリマークの付されていないPrOtocor oF DЛ very and Acc∞ talltceに 署名して

任意に絡舶を引き取つた後に、Delivery直 後の緒級協会の検査で明らかにされた船級に影響を

及ぼす峨疵についてBux/er力もellerlこ 対 して損害賠償請求したという事案 (本作の船舶売買契約

においては次のとお り規定されていた。第9条The Vessel with eve,httg bel伽 ung to her

shall be atよ e Sellers risk rnd exIJense until she is delivered to the Buyers  ttd after張

dettvery oF the｀ ′螺 elin acrOrdance、 vin ths Agreenent the Sellers shall have no responSibl'Ⅲ

for any po鶴 おle fa■lit or deflciency of any description 第18娑烏The Vesselto be delivered   frce

oF NK CItts recommerldatio“ ree t■ erage aFecttng NK Clぉ s  第19条 The Vessel Shtt be

dettvered as she is and in accordancc、 7'th terms ofttts Contract and h Substandally the same

ωndiion as wttn inspected by the Buyers at Fuる ■yama  )

130

l_話 ι今呼 准 、金銭で解決 ιてお〈ハ またば、売主″ゞそ

を修理 ιてお 〈の″「海諜 者の常識と考えられている。Jfと 示 し、本

件では、最後の船級校査報告書にrecommendaionが付されていない

こと、中立人(Buyer)の 主張する損傷は海難によるものではないこと、

Dellvery直後の検査時には海難損傷 (avettge d枷瞼ge)が ないこと、

Protocol of Delivery ttd Acceptanceに はリマークが付されずDelivery

が行われたことを認定した上で、「売主たち狡″レス 17y、 本船のデ修 ′ご

まって本踏だ河す老―夕の賃どをえれるJと した。しかしながら、そ

の上で、DeLve可前に申立人(Buyer)か ら欠陥について指摘されてい

るので、「本踏のテ/彦 7r茫 これらの久階の有無′こついて、荻弦 /t″滋

尿することぼミ能 であったJと して、結論としては「プロトンルだカ

わら幻 、実務上Sellerが修理費等を負担すべきであつたか否かを項目

別に判断してBuyerの損害賠償請求の一部を認めている。上記判示か

らすると、Buyerに 引取義務が認められる場合であつても(本作では

Sdttrの契約規定違反として解釈された、あるいは解釈可能であつた

と考えられるが)、 運航に差障るような欠陥がある場合には事前に協

議の上、金銭で解決するあるいはSenerが その欠陥を修理する、ある

いはPrOtOcol of Dettvery alad Acceptanceに 記載 して後に損害賠償に

て対応するのが日本においては一般的であると解釈できる。

17 日本海事仲裁判断全集第5巻ワ36頁 より引用
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3 Delivery時 に お け る 本 船 の 状 態

(SALEFORM 2012における規定 )

【ⅢA-3-(1月

(1)SALEFORM 2012第 H条 (Condiion On deほ very)の規定

SALEFORM 20121こ おいて、Deivery時 に本船力Sどのような状態でな

ければならないかについて、以下のように規定 している。

1l  CONDITION on delivery

The Vessel with everything belonglng to her shali be at the

seners'  risk and expense until she is delivered to the Buyers,

but sublect to the terms and conditlons Of his Agreement she

甑ali be delivered and taken Over tt she 、vas at he time of

inspecion,色とwear and tear except望

Howeveri rhe Vessd shal be deLvered「 ee of cargo and free of

stow知ぬ蛉 Witt her Cl婚s marlthned without condition/

recommendadon・ ,frec of average dalnage arecting the Vessers

dtass,and wih her dasdacatぉn cerdtcttes and nadon』

ceA面cttes,as wdlas川 l odler ceriacatts the Vessd had at he

ime of inspection, valid and unextended 、vithout conditon/

recommendaioni by the CIassiflcaton Society or the relevant

auhorites at the time of dehvery

“inspectlon・   in his Clause ll, shali mean the Buyers'

inspectuOn aCCOrding to CI叡 ュse 4(a)。 r 4(b)(hspection), if

applicable lf the Vesset is taken over■vithout inspecion, the

date of this Agreement sh』 l be the relevant date

'Notes and memoranda, if any, in the surveyor's report、 vhich

are accepted by dle CIassiication Society ～
vitllout condition/

132

S劇にfの義務―船舶引渡蒻務 Chapter BA

recommendadon are not to be taken into account

日本語訳
E

「ノッ1 テ/渡時の秦々

本船及υ∫その一クの属具 77-T、 本船″i買主 Fご F/き 虔されるまで、方

=″
ラ行魔と費用を資だする。だと、本契約舟 靭 薮 び余作′ξπつ

て、本船朕乏常の損耗を除き検査時の状態でテ/き 彦され、野け″

られる。

どと、本船ば、条伶移 をセをされることな〈本膠″夕を維持 と、

廣微 分効残物 /ゞ■・い枚慈で、疲び本船船綴だ影響を疲′ゴナ彦β

″嫁 |・状態 で、疲びデ/渡時だ於級彦叙 晒 夕ゆすだよク条件/

励夕 を灯されること/3・ 〈有効 で疲び期間廷覆″ゞ少い、本船のた

蕨廃 珍 証明書及び量 の証明書だt煎弦 〈、本船″∫校誹 勝 わ

ていたナベてのその修の証明會とズ F_‐ テ/渡 ざれる。

本第ヱヱ粂 r_‐ tlぅ √力筵留 とは、第を条滲塗力灰 1/J、 第を条ι″=道嬬

されるときF7y、 同条(bノだたつ/_‐貫三の検査を意味する。本船″淡

査をすることな〈野朔 勝 れたときは、本契約の締結 gを該当財

冒とする。

検査員の霧畿 診 稗 ξ、奔伶物 をを″ざれること/3・ (た綴彦会

だrク 死諸 され/_‐ /_E2ズ 朕覚言″瘍 っても、それらぼ考慮 ιな

レ】。J

SALEFORM 20121こ おいて、Delivery時 の本船の状態について概ね次

の基準が要求されている。

(1) as she was at the time ofinspecton,Ialrヽ vear and tear excepted i

(五)抒ee of cargo

tD frec of stowかvttS

t■
/1 her Class malatalmed without condldon/recommendation

18 MEMORANDυ M OF AGREENIENT (SALEFORM 2012)逐 条英和対訳77頁 より引用
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(V) 行ee of average dttage測 圧ecting the Vessers class

ltfi) her clttsiacatOn certiflcates and national certiicates

侍i) 』I other certincates the vessel had at the ime oFinspection,valid

and unextended without condition/recomttendation by the

Classiicaion Society or the relevant authorities at the time of

delivery

したが って、上記基準 を充た さない場合 には、原則 と して、Buyerは 船

舶の引取りを拒否できるものと考えられる。詳ネ日は、本Chapter第5項

の記載を参照されたい。

【ⅢA-3-(2)】

(D 「 パ レ タ″恋 彦 ♭紡 ″ル タげ
jゆ 鬱CιjO″ル珍 ア勃多/″ ″該 第cφ彪どと に 関

する留意点

Delivery時の本船の状態について規定するSALEFORM 2012第■条

は、Selerと Buyer間 の利益対立が鮮明となり、しばしば紛争の対象と

なる条項であり、Sellerと Buyer間 の利益対立を調整すべ く過去幾度

となく変更されてきている。

(a)「検査J時の状態とDeLvery時 の状態の立証

Selerと しては「検査Jを した後は、概ねその状態でBuyerに 引き

渡さなければ債務不履行となるため、「検査J時の対象船舶の状態

とDdivery時 の船舶の状態の相違が重要となる。この「相違」に

ついての立証責任を負っているのはBuyerで あり、往々にして立

証には困難を伴う。

また、SALaFORM 2012に おしゝてはDeとveryに 際してBuyerが本

船の検査をする権利は規定されておらず、事実上、Buyerの 引取

担当船員がDelvery前 に本船に自由に立ち入ることを許容 してい

るに過ぎない。

SJに fの義務一船舶引渡義務 Chapter 3A

(b'「通常の損耗Jについて

SALEFORM 2012第 11条 におψゝてもNIPPONSALE 1999に おいて

も、「検査Jを した後、「通常の損耗 (fair wear ttd tear)Jは 許され

ることになるが、大抵の売買では、Deliveryま で当該胎舶の逗航

は継続されており、この条項はこれを許容するものとして合理的

である。「通常の損耗(fair wear and tear)Jが許容されるからと

いってSellerが船舶のメンテナンス業務を怠ってよいということ

ではなく、Senerは 通常のSelerが なすべきメンテナンスについて

は引き続きこれを行う義務がある彎。

【ⅢA-3-(3)】

(3) ″っcグ 9αttOLについて‐SALEFORM 2012第 11条

Dellvery時 の本船の状態について、SALEFORM 2012第 H条は、「積荷

がない状態 (仕 ee tt cargo)」 であることを要求しており、当該規定は

NIPPONSALE 1999に はない。売買の対象となる船舶の種類によって

は、この規定に追加して、取扱いや清掃にあたつて注意が必要な危険

/汚染物質等に関してもこれを除去することを明記することもある。

【ⅢA-3-(4)】

(4) :″ι rs的蒟卿り且 につVゝ て―SALEFORM 2012第 H条

Deivery時の本船の状態について、SALEFORM 2012第■条は、「密航

者がない状態 (frec of stowaways)」 であることを要求しており、当該

規定はNIPPONSALE 1999に はない。密航者が乗船 していた場合、

Buyerは 本国送違費や食料 医療費等様々な費用を負担することとな

るため、NIPPONSALE 1999の 定型修正フォームにてこの条項を含ま

せることが多い。「The BarenbelsJ判決閉によれば、同様の趣旨を規定

するSingapore Shわ SALEFORM 2011第 9条 (a)の 「encumbranceJに

19 6oldreintt Ship Sale alld Purchase 192頁 参照

鉤  Attns Cape Naviera SA v Deutsche DarnpFsdl rahttsgesells脳  
イ
HansaⅢ  Aktlengesellschaft

arrd another(THEち ARENBES,([1985]1し 1けds Rep 5郷 )
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は密航者は含まれないため、「密航者Jについて別途明記 しておくこと

には意義がある。

【ⅢA-3-(5月

(5) 「8■tts″″勿″蕨″Jについて

Dehvery時 の本船の状態について、SALEFORM 2012に おいても

NIPPONSALE 1999に おいても、「現在の船級を保つた状態 (class

mantained)」 であることが要求されている。ア疹』〃″

「

崩 C瓜決
a

によれば、4DN級協会によりrecommendaionと して要求されている修

繕 さえしていれば当該要件は充たされるので、大抵の場合 には

Dellveryの 数日前に発行された船級証明書をBuyerに 交付するという

書類上の手続により本要件を充たすことができると考えられる。

本要件は、SALEFORM狩12第 11条 に「subJect tO the terms and

cOnditons of dliS Agreement」 とあるように「企億」条項に優先する要

亀鷺a鰍ヵ暴艇絵駆豚獣靴認淑睡
condiionや recommendationが 付いていない状態にしなければならな

〔ⅢA-3-(6)】

(6)1降 鬱ヮFク″望ク 屍″ 密宅 糠 Cあ″g3総 について

【諮滉黒:鮎縣、雪i三よ為違嬬麟増鎚毬廓ミ訴表
態(仔ee of″eratt darnage tteぬ ng class)Jで あることが要求されて

21 [1978]2 Llllyds Rep 325

186

Sdに子の義務nL舶引渡義務 Chapter 3A

いる。本要作は、書類上船級に影響のある瑕疵が存在 しないだけでは

なく、物理的にもそのような瑕疵がないことを担保するための要件で

ある。

前述の Я修ぢ″〃彦rttc恭」決によれば、「flee Of average damage

江 ecting dassJと は、「保険によリカバーされる海損」が無い状態を指

すとされたが、その後The Alfled Trigon(1981)2Zに おいては、保険で

カバーされない通常の経年劣化による瑕疵と対比 してより明確に「通

常保険によリカバーされる危難に伴い発生する船級に影響を及ぼす損

害Jを意味すると解釈された。

当該要件を検討するにあたっては、実際に当該損害が保険によリカ

バーされるか否かを検証する必要はなく、当該瑕疵が通常の経年劣化

ではなく保険によリカバーされるような危難により発生 した損害であ

ることを検討すれば足 りるとされている男。

Norwegltt S』e Formを 使用 し「抒ee of average damage or defects

arecing classJと 規定 されていたとips Mariime Corp v Naional

Maritime Agent・ les Co(The Star Of Kuwait)(1986)〕 にお Vゝ ては、

「かrerage」 が「d鰤噸ge」 のみならず「defects」 にもかかるかについて

争われ、「average」 は「defects」 にはかからないと判示された。

Ateni Mttiime Corporaion v Creat Marine Ltd(The Creat

Marine)(No 2)(1990)25に おいては、Norwe藝孤 Sale Form 1987を 使

用 しその第6条 において「If dle rudder,propeler,bottom or other

under、vater parts belo、 v tte Summer Load Line be FOund broken

dttaged or defectlve, so as to agect the vessels clean certiicate of

class, such defects shall be made good at the selers'  expense to

ABS's saisttction wittout qu江 icaton as such underwater parts」 と

規定されており、Del"ery前 の検査においてプロペラに船級に影響を

与える段疵が発見された。この瑕FiLの修理について、Sellerは 「船級

22 Goldrentt Shゎ sale and Purchase 195頁 。The Alted Tttgon(1981)([1981]2しrOyd s Rep)

２３

％

あ

333、 ∞r」。

Coldrehtt Ship Sale and Purchase 195貢

[1986]2を loyds Rep 641にお′ナるBingllam J

[1990]2 LIoガ s ttpワ50に おイナるLeggatt J
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協会からClean Ceriと cateが得られる程度に修理すればよいJと 主張

し、Buyerか ら1ま 「従前の状態になるように修理すべきJと 主張され

た。これ に関 して、COurt of Appealは 、「船 級 協 会 か らClean

Certiacateが 得られる程度に修理すればよいJと 判示 した。

本要件を規定することにより、Sellerと してSelerの認知していなかっ

た「隠れたる瑕疵Jについても責任を負うことになるため、交渉にお

いて優位なSdlerと しては当該要件の削除を求めることも検討され

る。

【ⅢA-3-(7月

(7)Valid Certincatesに つしゝて

Del市 ery時に引渡 しを要求される書類に関して、SALEFORM 2012に

お ψゝ て は、「widl her classhcaion cerdicates and nadon』

certtcates,as wen tt al1 0ther cerdictates he Vessel had tt the dme

of  inspecdon,   vald  and  unextended  vヽithout  condiionノ

仙thorides at the dme of dehvery」
%と され、NIPPONSALE 1999に お

いては「detala and v航 d at the time ofdelivery」 が要求されている。実

務においては、各証明書の有効期間や負担のない状態がDelvery Date

時点のみでなく、その後一定期間継続することを契約の条件として加

えるようBuyerか ら変更要請されることがままある。

Deとvery時 のラ1渡 書類に関 して、P。leStar Maridme Ltd v YHM

Shipplllg Co Ltd and Anoher(πttRc礎ぬ
夕
において は、(:)契 約 にお

いて明確に記載されていない限り、Selerは「検査」後に要求されるこ

5dに「の姜務―船緒引渡義務 Chapt・ r3A

ととなった証明書 を具備する必要はな く(当 該事柔においては、

SALEFORM 1993を 使用 し、「Senerは Buyerの「検査」時に有 していた

証明書類を提出すること(契約第11条 )」 とされていた)、 また、lll)

「Noticc of Readiness発 出後3営業日以内にそれらの証明書類を提出す

ること(契約第14条 )Jと されていたことに関して、Bll Of Saleに 記載

されていた「iree ttom al detentionsJと いう確約事項はNoice of

Readiness発 出後3営業日以内に充たされれば足りる勢と判示した。

実務上、中古胎売買は当該特定物に現に備わっている証明書やスペッ

クを前提に契約価格を合意するものであり、DeLvery時 までに新たに

要請される基準の充足を条件とすることはSdlerに とつて想定外の負

担を強いられるため、Sellerと してはB,11 0f Saleに 「free flom all

deteniOnsJ等 と記載する場合に注意が必要である。

【ⅢA-3い (8)】

0)瑕 疵 を船級協会に連絡するSellerの義務の有年について

初 うグリワ允躍彦 ィ筋覺筵洸M〃 ■999

SALEFORM 20121こおしヽてもNIPPONSALE 19991こ おしゝても、船

級認定に影響するような瑕庇であってもSenerか ら船級協会に違

絡する義務は規定されておらず、また、英国法においてはそのよ

うな義務が一般法から当然に導き出されるものではない29。

Buyerと しては、船級認定に影響するような瑕疵が存在すると判

断する場合には、船級協会及びSdlerに 通知 して「condlion/

recommendaionJと して始級維持証明書に記載させたいところ

ではあるが、船級協会の役害」としては船舶所有者 (Sener)以 外の

第三者(Buyer)か らの申告は受け入れない運用がなされることが

28 なお、「Noice of Readhess発 出後3営業日以内にそれ らの証明書類を提出すること」との

SALEFORM 1998第 14条 の規定はSALEFORM 2012に はない。

29∞ ldreintt Sllip Sale and Purcha_Re 197頁 以下参照、The Buena Trader(19終 )([19終〕2

L10yds Rep 325)参考 (当該事案においては、初期のSALE FOttMで あるNSF 83を 使用してい

た)。

139

騎
擁

羅 露
i督
響瑠 識 i紆

発 :モ
胞

警
跳
曇

台

矯B;:む祭騨垂:囀Fぎ選零愁椿斃熱 送
いとして契約を解除したところ、Senerは同日その後当局から当該証明書に関する免除を得た。

当該事案では Buyerか らのcancening dateは 郷08年9月 30日 とされていた。
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多い∽。したがつて、Buyerが dehvery時に船級に影響するような

瑕庇があるとして船舶引取を拒絶する場合には、当該瑕庇が

「condition/recomlnendatonJと して船級維持証明書に記載され

てはいないが、本来は船級に影響を及lr」すものとして船級維持証

明書に記載されるような瑕庇であるとの判断 主張をすることと

なる。

S`Z場宅え″ダ努約 校訂

SALEFORM 1987に おいては、船級認定に影響するような瑕疵に

ついてSellerか ら船級協会に通知する義務が規定されていた凱。

このため、Buyerの 立場からは当該SALEFORM 1987の 規定を使

用するべく契約変更の交渉が試みられることも多い。もちろん

Sellerの 立場からすると当該規定の追加は望ましいものではな

▼ゝ 。

SALEFORM 1987第 11条 においては、「The Sellers shal nOtlfT he

Classtication Society of any matters coming tO their knOwtedge

prior to del very whichヽ ゃon being reported to the CIassttcation

Society、vould lead to ule Nvidldra、 val of the Vessers class or he

impostion of a reconlmendation relating to her class 」 と規定さ

れているが、解釈の分かれる点が多い。以下順に問題となり得る

点を挙げる。

(la)通知されるべき事項

SALEFORM 1987第 ■条に規定される船級協会に通知される

べき事項とはどこまで含まれるか、解釈が分かれる。厳格に

解すれば、特に調査等を行わなくても、当該事項が船級協会に

判 明 し た だ け で 船 級 認 定 が 取 り 消 さ れ る か、

「condition/recommendation」 として証明書に記載されるよう

な重大な瑕庇に限られることとなり、反対に通知義務を広 く

とらえるのであれば、船級協会が調査 検証を行ったならば船

級認定が取 り消されるか、「cOndiion/recommendaion」 とし

て証明書に記載される可能性がある全ての事項を通知すべき

こととなる。

Selerと しては通知するか否か判断 しなければならな くなる

が、通知せず後に「船級認定に影響するような瑕疵Jであった

ことが判明して損害賠償請求を受けるリスクを考えると、疑

いのある場合には船級協会のサーベイヤーに当該事項につい

て相談 協議することが望ましい。

Buyerと しては、Sellerか らの「当該瑕疵を知らなかったJと

いう抗弁を防ぐため、Ddvery前 に船級認定に影響するよう

な箇所のリス トをSenerに 対 して渡すという運用が実務上行

われる。

(五 b)売買契約締結前の事項 も通知すべ きか

Niobe 4ヽarine Corp v Tradax Ocean Transportation SA

(The Niobe)(1995)伊 において、Sellerは「契約締結前に知って

いた瑕疵については通知義務がない」として争ったが、これは

否定 され、Selerと しては売買契約締結の前後 を聞わず、

Dellvery前に知つた船級認定に影響する瑕疵については船級

協会に報告する義務があるとされた。ただし、船級協会が既

に認識 している事項については報告の必要はないとされたた

め、実務上は船級協会が行った最終の調査より前の事項につ

いて報告する必要はないこととなる。

32 [1095,l LIoyds Rep 579(HL)

141

Goldre,Btt Ship Sttc and Purchase Chapter 3参 照

を3与急速魔騨争録をξと奪鮨匪朝簿鍮繊竜慈
宮簗穐で明津話機誡篤 転ι慧々鼎嬬脇磐巧壇潮:現観程
ついてSenerか ら船級協会に連絡する義務が規定されることとなった。
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(ti c)  「Selers'  にnowledgeJ と1よ

この点について直接扱つた判例はないが、船長等Selと erの代理

人とされる者が船級認定に影響するような瑕疵を知っていた

場合等、悪意擬制がなされる場合であっても、本条の通知義務

は発生 しないものとされている。

一方で、Compania Mγitime San Basdio SA v The Oceans

Mumal Underwriting Association (Bermuda)Ltd (The

Eurysulenes)(1976)33に おいて、「知 り得たにも拘わらず、興

味がなくて、あるいは知ることを避けて知らなかつた」場合

(・ shut eye“ knowledge)に は、知つていたものとして本条の

通知義務があるものとされた。

【ⅢA-3-(9朔

(Ol 黙示条項(Rmplied terms」 )の議論

契約条項は、当事者間の契約書において明示的に規定されていない場

合でも、慣習、当事者の意思、法律等により発生し、契約の一部とな

ることがある34。 これを黙示条項(imphed terms)と いう。

材倉憐r修づ (黙示条項―懇 Scを些 左 渤 み /″

英国法においては、当事者の合意等により適用除外 しない限 り、

船舶の売買に関してS』e of Goods Actが 適用される。特に、留意

すべき条項は、黙示の契約条件条項 (condidOns)を 定める同法第

13条 (Sale by deschpion)及 び同法第14条 (lmplied terms tabout

quality or atless)、 黙示条項違反時の効果を定める同法第15A条

(ヽIodhcaiOn  of  remedies  tOr  breach  of  COndition  in

亜n consuner cases)、 並びに黙示条項が除外される場合につい

て定める同法第55条 (ExcluSon ofimptted terms)で ある。

33  [19‐ 6]2 Lioyds Rep 171 at 174 and 179

34 島日 イギリス取引法入FB71頁

142

英国Sale Of GoOds Act

13 Sale by descriptiOn

(1) VFhere there is a contract lor the stte of goods by

description, there is an imphed term that the goods wll

correspOnd ttridュ the description

すなわち、物品を表示、特定 した売買の場合には、「ガ家

彦潟 蒻
=7_‐

まる彦 漏 妄万帝ξ一妥 Pοゅ ″糎 ″ 励″

拷ギ/力茂あ〃とてt嗜 こと|■3条寛勇

`3:が

、明示に除タトさ

れない限り、黙示的に契約の内容となる。当該条項は英

国法上「condidonJに当たると解されており9Э、Senerが

違反した際にはBuyerは契約を解除できる。

(2) IAThere the seller sels goods in tlae course oF a business,

there is an imphed term that the goods supplied under

the contract are of saisfacto上≧quallty

すなわち、Selerが 営業の一環としてした売買の場合に

は、対象商品が満足すべき品質 (satisfactory qua■ y)を

有していること(第 14条2項 )が、明示に除外されない限

り、黙示的に契約の内容となる。

満足すべき品質かどうかは、「夕漏の鹿冴、億段そのとの

事庁′乾絡 て、含理的一敗入″ミ P〃ワ種製品のゼ市のg

砂との芝今と、あ界形疲びを上″ゞク、l勒 な久厖の存

ふ r嘘袷 と、le,耐久をその修の事項 7‐ ついて、滋尼で

きる嵐乱 とみ多すかと・うかを必革だツπするTF条星

冤 夕 彩々」'と される。当該条項も英国法上「conditonJ

島田 イギリス取引法入門74買

Cddrdntt Sho Stte and Purchase 177頁 参照

島日 イギリス取引法入門 74貢

143



に当たると解 されてお り“、Sellerが 違反 した際には

Buyerは 契約を解除できる。

kno、vn一一

(a) to the seler or

(b) H/here he purchase price or part ofitis payable by

instalments and the goods ttrere previously sold by a

credit一broker to ule seler, to that credit― brOker,

any particular purpose for whch the goods γe

being bought,there is an implied term that the

the

goods supplied llnder the contract are reasonably flt

fOr that purpose, 郡「hether or not that is a purpose

fOr which such goods are commonly supplied,

buyer does not rely,or that i is unrettonable for

credit―brOker

すなわち、Sellerが営業の一環としてした売買の場合に

は、「荘舞 明 ″ヽ 弐主みヾ売主膨 榜 せた角η冒力′f合理

力だ芝今勢 θttb妙″ /P/励 ,Zゆ岱ワ″″ 筋 初 め

J7θ sa7θつιていること″発無完彩」
89が、同条項のただし

書の場合にあたるか、明示に除外されない限り、黙示的

に契約の内容となるとされる。当該条項も英国法上

「condition」 に当たると解されており49、 sdlerが 違反し

た際にはBuyerは契約を解除できる。

15A

Selerの 義務―船舶:1渡義務  Chapte「 3A

ModiacatiOn of remedies for breach of condition in

non― consumer cases

(1) M「here in the case of a contract of sale― ―

38  Goldreintt Ship Sale and Purchtte 177頁 参照

39 島ロ イギリス取引法入門75頁

40 Coldre五他 Ship Sale and Purchase 177貢参照
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the buyer wOuld, aprt flom this subsecion

by section 13, 14 or 15 above, but

not to be treated as a breach of condition but rnay

be treated as a breach of ttrarrantv

(b)

appears in, or is to be implied from the contract

Secion 13/14/15の 黙示条項にSellerが 違反 した場合、

Buyerは 物品を拒絶することができる。「事業を汀の

売貫取 テ/1_‐おける売主たまち契約条件条項違反癖 碓

ては、堂該違反″ヽ これを根拠とする貫主の契約解除

猪 を認めて腰石今でなを魔 l_〃 さヽい場合,ル彩 形´

う々 αc盈 グ じつ寛どιル>な ,とこgんとs班打 tttt″ ″Oz″ 廃

聰イαttO整あL9ノタ 疹 ク%″C力岱9″ ″
～
v励砂、当該迄反

は、付饉的条頂芝反として歿 ク″うべきものとしてい

るィ7う4秦塑彩」
¶。

同法は更に、タイトル(権原)に ついて以下の黙示の条項を

定めている。

sectlon

41 島ロ イギリス取引法入円75頁

145



12 1mplied terms about title,etc

In a contract of sale, oher than one to which subsecton

(3)belo～ v apphes, there is also an implied term that― ―

い the goodS″ e ttee,and wll remain tlee unil the

l“
Or encumbrance nOt disctOsed or knOwn to ule buyer

before the contract is made and

“

)the buyer wm ettOy q・lttt possessbn of the goods

other persOn entitled to tte benelit of any chatte or

encumbrance so disclosed or known

This subsection applies to a contract of sale in the ctte of

、7hich there appears from the contract or is to be

irrerred from its circumstances an intention that he

seller should transfer only such title as he or a third

person may have

ln a contract to、 vhich Subsection(3)aboVe applies there

is an imphed term that al charges or encumbrances

kno、vn to the seller and not known to the buyer have

been disclosed to dae buyer before the contractis made

ln a contract toヽ 7hiCh Subsection(3)above apphes there

is also an implied term dlat nOne of the followhg～ げ11

dlsturb the buyer's quiet possession of the goods,

namety一―

third person may have that personi

(C)anyone dAmhg thrOugh or ltader the sdttr Or that

third persOn otherttrise than under a charge or

encumbrance disciosed or known to the buyer

betore the contract ls made

「r,ソ ガ象歳品′ご、貢三″1告知 ιた b例″ 修 第三を募 期

力S設定され、アぼ/チ着していないこと姦箸甥訂状 望ν

秦曇 )。

,'摩ス とたガ家彦漏の貢主′ξよる崩 勒 疹ゞ字されかレ】

滋″カチクο
“
¢SSι♭′〃こと潅彦ツ&2耳わ火 ′ノ余J夢フJlを。

黙示秦環の除外

(a)黙示条項が除外される場合

上記の通り、制定法によリー定の黙示条項が定められているが、

これらの黙示条項は、当事者間の合意によつて排除できる場合と、

以下(blに記載するように強行法規的に除外できない場合がある弔。

S』e of Coods Act第 55条は、黙示条項が除外される場合について

以下のように定める。

55 Exclusion Or implied terms

(1) Where a right, duty or liability 、vould arise under a

contract of sale of goods by implication of law,it may

(sublect tO dle Untair Contract Terms Act 1977)壁

, Or by the

course of dealing between the partes,or by such usage

as binds both parties to the contract

黙示条項を排除 制限する規定を置く場合、明確に規定する
(a) the seleri

(b) in a case～vhere the parties to the contract intend

that the sdに r should transfer only such ide as a

146
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必要がある。もし解釈で疑義が生 じる場合には、その規定に

よつて利益を受ける者―責任制限であればSelerの 不利益に

解釈されることとなる型。

SALEFORM 1993を 使用 した中古船売買契約 に関 して、

D』mare SpA v UniOn M″ iime Ltd and Anr(2珍♂ `助ι励

乃 ″ヮィう
もにおいては、傍論ではあるが、「as is条項Jは、船舶

の引取 りを拒絶する権利を排除するものであるが、S』c of

Goods Act第 14条(2)に おける「satisfactOtt quttIL・Jについて

の黙示条項違反についての損害賠償請求権を排除するもので

はない、とされた。

(b)黙示条項の除外が否定される場合

黙示条項を排除 制限する規定を置いたとしても、制定法(Unfair

Contract Terms Act 1977や Unfair Terms h Constllner Contrac偽

Regulttions 1999に おける「合理性 (rettonableness)テ ス トJ等 )

や準拠法における公序良俗に違反する(詐欺的行為によるものや

故意過失に基づ く人身傷客に関するもの等)も のとして、当該排

除 制限の効力を否定される場合がある4'。

(i)Unf‐ar Contract Terms Act(“ UCTAⅢ )1977

UCTAが適用さんる場合、商人間の契約であつて、消費者契

約ではなく、「定型書式(stttdard terms)」 を使用した契約で

ない場合には、黙示条項の排除 制限合意は以下のように取

り扱われる47。 ucTAは、適用される例外的場合を除き、国

際供給契約 (intemadOnal supply conttacts)に は適用されな

坐 Coldrelntt Ship S』 e alld Purchase 266貢 参照

も [2012]を loyds Rep QBD(∽ m Ct)(Flatlx J)13 December 21112。 当該事実の売買契約におい

てイよ、「Condition on dd'e,J として、「The Vessel shall be dettvered and taken over as she

、vas at the tlme of inspection  faL Vヽear and tear ekDected  HoVever  the F`essel shan be

detivered  、vith  her  class  mttntalned  extended  to  30  Septenber  21X19  、vithOut

conditon/recommettation ″ec ofaveratt darrlage arectingthe Vessels class Jと 規定されて

いた。

46 6oldreintt Ship Sale alFd PurChase%6貢 参照

47 Coldreintt Sttp Sale md Pukhase 66 67貢 参照
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人身傷害に関する責任除外は不可

除外が「合理的」であれば、過失責任を除外可能

S』e of Goods Act第 12条の黙示条項違反責任は除外不可

Sale of Goods Act第 1315条の黙示条項違反責任は、除

外が「合理的Jであれば除外可

除外が「合理的」であれば、表明違反責任を除外 制限

可 (国際供給契約 (llllernadon』 supply cOntracts)で あっ

ても)(UCTAに よりThe MI_Rrepresentaion Act 1967の

第3条に規定されている)

(,1) Theヽ Iisrepresentaion Act 1967

3  AvOidance   of   prOvisiOn   excluding   tiabilitv   for

misrepresentation

(1) If a contract contains a term AAThich 郡「Ould exclude Ox

restrict

hm before the contract、 vas madei or

any remedy available to anOther palty to dae

that term shall be of no effect except in so far as it

satistes he requirement of reasonableness as

stated in secion ll(1)of the Unfalr Contract Terms

Act 1977:and it is for those clalrning that the term

s2istes tllat requirement to shoⅢ v that it does

同法は、国際供給契約 (internaiOntt supply contrac偽 )|こ も適用さ

れると解される“ため、UCTAが適用されない契約においても適
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用され得る。

黙示条項の除外規定

Sale of Goods Act第 55条 (Excluslon of impled terms)に 関 し、

SALEFORM 2012第 18条 は次のとお り規定 し、Sale of Coods Act

におけるSelerの義務 を除外することを意図 している。

18  Entire Agreement

The written terms of this Agreement comprise the entire

agreement between the Buyett and he Selers in relation to

the sale and purchase of the Vessel and supersede all

previous agreements whether oral or written bet、 veen the

Parties in relation thereto

Each of the Partes acknOwiedges that in entering into this

Agreement it has nOt relied on and sha1l have no right or

remedy in respect of any statement,  representation,

assurance or warranty(whether or not made negligendy)

Other than as is expressty set out h‐ I this Agreement

Any terms implled lnto ths Agreement by any appllcable

statute or law are hereby excluded to the extent that such

excLSon can leg』 ly be made Notthg in this Clause sh】 1

limit or exclude any tiablity tor fraud

日本語評
9

「z 方全a旨

本契約の書面′こιた粂項ぼ本船売買だ河する貫主 と売主と

の河の完全合意とかク、疲び□頭 であると書面 であるとを

河わオ 本契約′ξ声する著事を肩のナベてのそれ以ンの合

言だ慶先すお。

各堂妻者ぼ、本契約 を締結する′こあた ク、本契約だ粥確だ

必べられてt嫁 |・記述、え/yN、 保証又態を角廼女だまると

かとを汀わな,ソだ魔理すちこと少て、疲びそれら′ξtt ι

てπらの罐襲又胸 鯵 を 存と歩いことを7める。

通濡再能 な部I定法又朕彦密l‐ まつて本契約 だ黙示 される秦

夏は、その除外″邁 法淡限度で、本契約だよク除夕洋ざ″%.
本条賊、許氣だオする影 rを〃ろ部I硯又朕徐外 ιかい。J

４８

Φ

Goldに ,ntt Ship Sale ttd Purchase 67頁参IB

MEMORANつUM OF AGREEMENT(SALDFORM 2012)逐 条英和対訳83頁 より引用
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